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お客さまのお取引内容につきましては､お取り扱いの販売会社にお尋ねください｡

国際投信投資顧問株式会社は2015年７月１日に三菱
ＵＦＪ投信株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際投信
株式会社」となりました。

130104

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 単位型投信／海外／資産複合

信託期間 2017年３月24日まで（2013年３月19日設定）

運用方針
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安
定したインカムゲインの確保と信託財産の
成長を目指して運用を行います。

主要運用対象

世界好利回り
ＣＢファンド
２０１３－０３
円高ヘッジ・
円 安 追 随 型

ワールドＣＢファンド（円高
ヘッジ・円安追随型）受益証券
およびマネー・プール　マザー
ファンド受益証券

ワールドＣＢ
フ ァ ン ド
（円高ヘッジ・
円安追随型）

ワールドＣＢファンド　マザー
ファンド（円ヘッジ型）を通じ
て、日本を除く世界の転換社債

マネー・プール
マザーファンド

わが国の公社債

運用方法

・日本を除く世界の転換社債（以下、「Ｃ
Ｂ」ということがあります。）を実質的
な主要投資対象とします。

・ＣＢへの投資に際しては、信託期間を勘
案しつつ、信用リスクや流動性などを踏
まえ、世界のＣＢ市場において相対的に
投資利回りが高いと判断される銘柄に投
資を行います。

・米ドルやユーロなど多様な通貨建のＣＢ
等に投資しますが、派生商品等を活用し
て“円高ヘッジ・円安追随”の為替戦略
を構築します。

主な組入制限
・投資信託証券への投資割合には制限を設
けません。

・株式への直接投資は行いません。

分配方針

毎年４月15日（休業日の場合は翌営業日）
に決算を行い、収益分配方針に基づいて分
配を行います。分配対象額は、元本超過額
または経費控除後の配当等収益のいずれか
多い額とします。基準価額水準、市況動
向、残存信託期間等を勘案して、分配金額
を決定します。（ただし、分配対象収益が
少額の場合には分配を行わない場合もあり
ます。）

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。

※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。

運用報告書（全体版）

世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３
円高ヘッジ・円安追随型

第３期（決算日：2016年４月15日）

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、お手持ちの「世界好利回りＣＢファンド

２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型」は、

去る４月15日に第３期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。

　今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

○設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

債券組入
比 率

債券先物
比 率

投資信託
証券比率

元 本
残 存 率(分配落) 税込み

分配金
期 中
騰落額

期 中
騰落率

(設定日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
2013年３月19日 10,000 － － － － － － － 100.0

１期(2014年４月15日) 10,814 100 914 9.1 8.5 0.0 － 98.8 20.0

２期(2015年４月15日) 12,289 100 1,575 14.6 12.0 0.0 － 97.8 6.7

３期(2016年４月15日) 11,190 0 △1,099 △ 8.9 4.5 0.0 － 96.3 3.9

（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。

（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

本 資 料 の 表 記 に あ た っ て

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率

投 資 信 託
証 券 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％ ％
2015年４月15日 12,289 － 0.0 － 97.8

４月末 12,279 △0.1 0.0 － 97.9

５月末 12,807 4.2 0.0 － 98.1

６月末 12,553 2.1 0.0 － 98.0

７月末 12,698 3.3 0.0 － 97.8

８月末 12,424 1.1 0.0 － 98.0

９月末 12,329 0.3 0.0 － 97.8

10月末 12,455 1.4 0.0 － 98.1

11月末 12,550 2.1 0.0 － 98.0

12月末 12,247 △0.3 0.0 － 98.0

2016年１月末 12,084 △1.7 0.0 － 98.0

２月末 11,616 △5.5 0.0 － 98.0

３月末 11,437 △6.9 0.0 － 98.0

（期　末）
2016年４月15日 11,190 △8.9 0.0 － 96.3

（注）当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。

（注）騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第３期：2015/４/16～2016/４/15）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ8.9％の下落となりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
転換社債等の利子収益を獲得したことなどが、基準価額の上昇要因となりまし
た。

下落要因
世界の転換社債市況が下落したこと、米ドルが対円で下落したことにより為替
に係る派生商品取引の収益が減少したことなどが、基準価額の下落要因となり
ました。

第３期首 ：12,289円
第３期末 ：11,190円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： －8.9％
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

投資環境について （第３期：2015/４/16～2016/４/15）

◎世界の転換社債市況
・期を通してみると、世界の転換社債市況
は下落しました。

・期首から2016年２月中旬にかけては、ギ
リシャの債務問題への懸念が高まったこ
と、中国経済に対する先行き不透明感が
高まったこと、国際商品市況が下落した
ことなどが材料視され、投資家のリスク
回避的な姿勢が強まったことなどから世
界の転換社債市況は下落しました。その
後、期末にかけては、国際商品市況が上
昇したこと、米国で発表された経済指標
が概ね堅調な内容であったことなどを背
景に、投資家のリスク回避的な姿勢が弱
まったことなどが材料視され、世界の転
換社債市況は上昇しました。

（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前
営業日の値を使用しています。

（注）指数の詳細は後記「指数に関して」をご参照ください。
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為替レート（円・米ドル）

為替市況の推移

◎為替市況
・期を通してみると、米ドルは対円で下落
しました。

・期首から2015年12月にかけて、米国が年
内に利上げを行うとの観測が高まったこ
となどが影響し、米ドルが対円で上昇す
る局面がありましたが、中国経済の減速
懸念の高まりや国際商品市況の下落等を
背景に、投資家のリスク回避的な動きが
強まったことなどを受け、期を通してみ
ると、米ドルは対円で下落しました。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて、足元ではマイナス0.03％程度で推移
しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。2016年１月の日銀の金融政策決定会合
でマイナス金利の導入が決定されるとマイナス0.2％程度まで急低下したものの、急低下の反
動からマイナス0.1％程度まで上昇しました。その後、再び低下傾向となり、足元ではマイナ
ス0.2％程度で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

＜世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型＞
・円建の外国投資信託であるワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）受益証券への
投資を通じて、ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）受益証券に投資を行
いました。また、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行いました。

＜ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）＞
・当ファンドが投資対象とするワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）受益証
券への投資を通じて、主として日本を除く世界の転換社債に投資を行いました。加えて、当
ファンドにおいて、円安・米ドル高により価値が上昇する為替に係る派生商品取引を行い、
円安・米ドル高が進行した場合の追加的収益の獲得を目指しました。

・当期は、米ドルが対円で下落したことにより、為替に係る派生商品取引の収益は減少しまし
た。

ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）については以下の通りです。
・個別銘柄選択にあたっては、ＣＢ固有の特性をはじめ、株式や債券としての側面などあらゆ
る観点から分析・評価を行い、相対的に投資利回りの高いと判断される銘柄等でポートフォ
リオを構築しました。外貨建資産については、対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの
低減を図りました。なお、期中に満期などにより現金化された転換社債の一部については、
ファンドの信託期間内に満期を迎える米国債等に投資を行いました。

・上記の運用を行った結果、保有銘柄の利子収入が得られたものの、保有銘柄の価格下落等が
マイナスに影響し、ポートフォリオのリターンはマイナスとなりました。

（当記載は、ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）の資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので

す。）
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引等
への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いま
した。その結果、日銀のマイナス金利導入による金利低下を受けて保有債券の評価額が上昇
したことなどにより、基準価額は上昇しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通り
とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配金】�

決算期 １万口当たり分配金（税込み）
第３期 0円

（ご参考）
転換社債（ＣＢ）上位セクター

セクター 比率

銀行／金融 7.2％

小売／卸売 4.3％

情報技術 3.1％

レジャー 3.0％

保険 2.1％

通信 2.1％

鉄鋼 1.7％

建設 1.5％

運輸 1.2％

産業 0.8％

上記以外のセクター 0.7％

ＣＢ合計 27.8％

（現地2016年３月末現在）
転換社債（ＣＢ）組入上位銘柄

銘柄 国・地域 セクター 通貨 比率

プロスペクト・キャピタル 米国 銀行／金融 米ドル 2.2％

シャングリラ・アジア 中国／香港 レジャー 米ドル 2.2％

アクサ フランス 保険 ユーロ 2.1％

ニュアンスコミュニケーションズ 米国 通信 米ドル 2.1％

ＳＶＧキャピタル／ファンド 英国 銀行／金融 英ポンド 2.0％

フィフス・ストリート・ファイナンス 米国 銀行／金融 米ドル 1.7％

ハンアン・インターナショナル 中国／香港 小売／卸売 香港ドル 1.6％

セヴェルスターリ ロシア 鉄鋼 米ドル 1.6％

オールソー・ホールディング スイス 小売／卸売 スイスフラン 1.6％

サシール スペイン 建設 ユーロ 1.5％

※比率はワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）の純資産総額対比です。

※国・地域およびセクターは、原則としてThomson�Reuters�Global�Vanilla�Convertible�Bond�Indexの分類に準じて表示していますが、

一部UBS�AGの判断に基づく分類を採用しています。セクターは、転換対象である株式のセクターに基づく分類です。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

今後の運用方針

＜世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型＞
◎今後の運用方針
・引き続き、主として円建の外国投資信託であるワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追
随型）受益証券を投資対象として運用を行います。ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円
安追随型）の組入比率をこれまでと同様に高位に保っていく方針です。また、マネー・プー
ル　マザーファンド受益証券への投資も行います。

＜ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）＞
◎運用環境の見通し
・ＣＢは、株価の上昇によるＣＢ価格の値上がり益を追求できる上、債券的側面からＣＢ価格
の下値は限定される傾向にあります。投資利回りの高いＣＢは、相対的に株価との連動性は
低く、安定したインカムゲインが魅力的であると言えます。

・株式市場については、米国の株価はフェアバリューであると思われるものの、欧州の株式市
場は上値余地があるとみています。債券市場については、米国の利上げ観測や欧州での景気
回復を背景に、金利は上昇傾向になるとみています。ただし、ＣＢ市場の金利感応度は比較
的低いことから、金利上昇による影響は限定的であると考えています。

◎今後の運用方針
・引き続き、ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）受益証券に投資を行いま
す。また、実質外貨建資産については、ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ
型）において、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。加
えて、当ファンドにおいて、円安・米ドル高により価値が上昇する為替に係る派生商品取引
を行い、円安・米ドル高が進行した場合の収益獲得を目指します。

ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）については以下の通りです。
・今後については、主として日本を除く世界の転換社債に投資を行い、運用方針としては、徹
底したボトムアップ・アプローチによる個別銘柄選択により、相対的に投資利回りが高いと
判断される銘柄等でポートフォリオを構築していく方針です。個別銘柄選択にあたっては、
ＣＢ固有の特性をはじめ、株式や債券としての側面などあらゆる観点から分析・評価を行い
ます。市場環境の変化を的確にとらえ、引き続き安定したインカムゲインの確保と信託財産
の成長を追求する運用を行っていく方針です。

（当記載は、ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）の資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。）

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ
現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運
用を行います。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

○１万口当たりの費用明細� （2015年４月16日～2016年４月15日）

項目
当期

項目の概要
金額 比率

(a)�信託報酬 134円 1.091％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

（投信会社） (�50) (0.410) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の

作成等の対価

（販売会社） (�80) (0.648) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社） (　4) (0.032) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(b)�その他費用 1 0.004 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (　1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合計 135 1.095

期中の平均基準価額は、12,289円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含み

ません。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも

ので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

○売買及び取引の状況� （2015年４月16日～2016年４月15日）

投資信託証券

銘 柄
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外国
(邦貨建)

千口 千円 千口 千円
ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型） － － 62 799,539

（注）金額は受渡代金。

○利害関係人との取引状況等� （2015年４月16日～2016年４月15日）

利害関係人との取引状況

＜世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型＞

　該当事項はございません。

＜マネー・プール　マザーファンド＞

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 1,500 99 6.6 50 － －

平均保有割合� 0.0％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

（注）公社債には現先などによるものを含みません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三

菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。

○組入資産の明細� （2016年４月15日現在）

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

銘 柄
期首（前期末） 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額 比 率

千口 千口 千円 ％
ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型） 144 82 971,699 96.3

合 計 144 82 971,699 96.3

（注）比率は世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型の純資産総額に対する比率。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

○投資信託財産の構成� （2016年４月15日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 971,699 95.6

マネー・プール　マザーファンド 100 0.0

コール・ローン等、その他 44,531 4.4

投資信託財産総額 1,016,330 100.0

親投資信託残高

銘 柄
期首（前期末） 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネー・プール　マザーファンド 99 99 100

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年４月15日現在）

項 目 当 期 末

円
(A)�資産 1,016,330,514

コール・ローン等 44,530,768

投資信託受益証券（評価額） 971,699,596

マネー・プール　マザーファンド（評価額） 100,150

(B)�負債 7,082,970

未払解約金 106,257

未払信託報酬 6,949,254

その他未払費用 27,459

(C)�純資産総額(A-B) 1,009,247,544

元本 901,920,293

次期繰越損益金 107,327,251

(D)�受益権総口数 901,920,293口

１万口当たり基準価額(C/D) 11,190円

＜注記事項＞

①設定年月日　　　　�2013年３月19日

設定元本額　　　�22,916,812,486円

期首元本額　　　　1,548,136,103円

元本残存率　　　　　　　　　3.9％

また、１口当たり純資産額は、期末1.1190円です。

○損益の状況� （2015年４月16日～2016年４月15日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 18,167

受取利息 18,167

(B)�有価証券売買損益 175,129,747

売買益 175,129,747

(C)�有価証券評価差損益 △263,677,902

(D)�信託報酬等 △�16,461,189

(E)�当期損益金(A＋B＋C＋D) △104,991,177

(F)�前期繰越損益金 354,317,874

(G)�解約差損益金 △141,999,446

(H)�計(E＋F＋G) 107,327,251

(I)�収益分配金 0

次期繰越損益金(H＋I) 107,327,251

（注）(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。

（注）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。

②計算期間末における元本超過額は107,327,251円、費用控除後の配当等収益は△16,442,694円ですが、当期に分配した金額はありません。
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世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

［�お�知�ら�せ�］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

③2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復

興特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま

す。））の税率が適用されます。

指数に関して

○投資環境についてで用いた指数
・Thomson Reuters Global Vanilla Convertible Bond Index（ＵＳＤ）
©�Thomson�Reuters�2014.�All�rights�reserved.�トムソン・ロイター・コンバーティブル・インデック
ス（Thomson�Reuters�Convertible�Index）という名称、および関連するトムソン・ロイターのサブイン
デックスの名称（以下、総称して「トムソン・ロイター・インデックス」）は、ロイター・リミテッド
（以下「トムソン・ロイター」という）の専有財産です。トムソン・ロイターは、トムソン・ロイ
ター・インデックスのベンチマークを使用し取得した結果や、特定の日にトムソン・ロイター・イン
デックスが示す数値や水準のいずれについても、明示または黙示を問わず、いかなる保証や表明も行い
ません。また、トムソン・ロイターは、トムソン・ロイター・インデックスの算出方法の修正・変更に
つき保証を行わず、トムソン・ロイター・インデックスの算出、出版、配信を継続する義務を負わない
ものとします。さらに、トムソン・ロイターは、トムソン・ロイター・インデックスや当該インデック
スの計算・編集（当該インデックスに関連するまたは含まれる情報やデータを含みますが、それらに限
りません）の正確性や完全性につき、明示または黙示を問わず、いかなる表明や保証も行いません。ト
ムソン・ロイター・インデックスに係る規則および／またはガイドライン、トムソン・ロイター・イン
デックスおよび関連計算式の計算・編集のプロセスや基準、ベンチマークの構成やその他の関連要素
は、通知を行うことなく、トムソン・ロイターの裁量により、変更または改定される場合があります。



11－　　－

世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細� （2016年４月15日現在）

＜マネー・プール　マザーファンド＞
　下記は、マネー・プール　マザーファンド全体（301,018千口）の内容です。

国内公社債

(Ａ)国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 250,000 251,225 83.0 － － － 83.0

合 計 250,000 251,225 83.0 － － － 83.0

（注）組入比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。

（注）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとＳ＆Ｐの格付けのうち高いものを採用しています。

(Ｂ)国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円

第98回利付国債（５年） 0.3 100,000 100,067 2016/６/20

第282回利付国債（10年） 1.7 150,000 151,158 2016/９/20

合 計 250,000 251,225
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ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、世界好利回りＣＢファンド２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型が投資対象とする円
建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針

１．ワールドＣＢファンド　マザーファンド（円ヘッジ型）（以下、「マザーファンド」といいま

す。）への投資を通じて、主として日本を除く世界の転換社債（以下、「ＣＢ」ということが

あります。）に実質的な投資を行います。

・ＣＢへの投資に際しては、信託期間を勘案しつつ、信用リスクや流動性などを踏まえ、世界

のＣＢ市場において相対的に投資利回りが高いと判断される銘柄に投資を行います。

※市況動向、残存信託期間等を勘案し、米国国債および日本国債等に投資する場合があります。

・取得時において、ＣＣＣ＋／Ｃａａ１以下の格付の銘柄には投資を行いません。

２．米ドルやユーロなど多様な通貨（以下、「原資産通貨」ということがあります。）建のＣＢ等

に実質的に投資しますが、派生商品等を活用して“円高ヘッジ・円安追随”の為替戦略を構築

します。

・マザーファンドにおいて、原資産通貨について、原則として対円で為替ヘッジを行い、為替

変動リスクの低減を図ります。

・当ファンドにおいて、円安・米ドル高により価値が上昇する為替に係る派生商品取引を行

い、円安・米ドル高が進行した際の追加的収益の獲得を目指します。

・為替戦略の構築にはコストがかかり、当ファンドのパフォーマンスの低下要因になります。

・実質的に保有する原資産通貨について、原則として対円で為替ヘッジを行いますが、完全に

為替変動リスクを排除することはできません。また、為替に係る派生商品取引では円高・米

ドル安等により、限定的ではあるものの、損失を被る場合があります。

３．投資対象国・地域における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更や資産凍結を含

む規制の導入、自然災害、クーデターや重大な政治体制の変更、戦争等の場合をいいます。）

の発生を含む市況動向や資金動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用がで

きない場合があります。

投 資 顧 問 会 社 ＵＢＳ ＡＧ（ユービーエス・エイ・ジー）

信 託 期 限 2017年３月23日

設 定 日 2013年３月19日

会 計 年 度 毎年３月末（ただし、第１回決算は2014年３月末）
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ワールドＣＢファンド（円高ヘッジ・円安追随型）

損益計算書、投資明細表は、入手可能なAUDITED ANNUAL REPORTから抜粋し、編集および一部翻訳

したものです。

１．損益計算書

（2014年４月１日～2015年３月31日） （日本円）

（日本円で表示）

費用

事務管理報酬

創業費償却

投資顧問料

その他費用

専門家報酬

サブカストディアン費用

副管理報酬

受託者報酬

投資純損益

投資証券売却に係る実現純利益

為替予約取引に係る実現純利益

当期実現純利益

未実現評価損益の純変動

－投資証券

－外国為替予約取引

－オプション

当期損益による純資産の増加額

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。
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２．投資明細表

（2015年３月31日現在）

銘柄 通貨 口数 原価 時価 純資産比率

CAYMAN ISLANDS 
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下記はワールドＣＢファンド マザーファンド（円ヘッジ型）全体の投資明細表です。

（2015年３月31日現在）

銘柄 通貨 額面 原価 時価 純資産比率

AUSTRALIA 

AUSTRIA 

BERMUDA 

BRITISH VIRGIN ISLANDS 

CAYMAN ISLANDS 

CYPRUS 

FRANCE 
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GERMANY 

INDIA 

ITALY 

JERSEY 

LUXEMBOURG 

NETHERLANDS 

PORTUGAL 

SINGAPORE 

SOUTH KOREA 

SPAIN 

（2015年３月31日現在）

銘柄 通貨 額面 原価 時価 純資産比率
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SWITZERLAND 

TAIWAN 

UNITED KINGDOM 

UNITED STATES OF AMERICA 

BERMUDA 

CAYMAN ISLANDS 

SPAIN 

（2015年３月31日現在）

銘柄 通貨 額面 原価 時価 純資産比率
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UNITED STATES OF AMERICA 

（2015年３月31日現在）

銘柄 通貨 額面 原価 時価 純資産比率
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為替予約取引

（2015年３月31日現在）

取引日 決済日 通貨 売却 通貨 購入
価格

（日本円）

未実現
評価益

(日本円)
取引相手

取引日 決済日 通貨 売却 通貨 購入
価格

（日本円）

未実現
評価益

(日本円)
取引相手
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154024

マネー・プール　マザーファンド

《第13期》決算日2016年１月14日

［計算期間：2015年７月15日～2016年１月14日］

「マネー・プール　マザーファンド」は、１月14日に第13期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第13期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
９期(2014年１月14日) 10,042 0.0 90.4 － 1,437

10期(2014年７月14日) 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年７月14日 10,049 － 85.2 －

７月末 10,049 0.0 81.4 －

８月末 10,049 0.0 73.7 －

９月末 10,049 0.0 60.9 －

10月末 10,049 0.0 55.9 －

11月末 10,049 0.0 76.4 －

12月末 10,049 0.0 76.4 －

（期　末）
2016年１月14日 10,049 0.0 70.3 －

（注）騰落率は期首比。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第13期：2015/７/15～2016/１/14）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ横ばいとなりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
残存期間が１年以内の国債、国庫短期証券を中心に投資を行い、利子等収益が
積みあがったことが、基準価額のプラスに寄与しました。

下落要因
期末にかけての金利上昇により、保有債券の評価額が下落したことが、基準価
額のマイナスに作用しました。

10,047

10,048

10,049

10,050

10,051

2015/７/14 2015/９/10 2015/11/13

(円)

基準価額

基準価額の推移
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投資環境について （第13期：2015/７/15～2016/１/14）

◎国内短期金融市場

＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じ
て、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いました。その結
果、利子等収益は積みあがったものの、期末にかけて金利が上昇したことにより保有債券の
評価額が下落したことなどの影響から、基準価額は横ばいとなりました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき事
項はありません。

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投
資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行います。
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○１万口当たりの費用明細� （2015年７月15日～2016年１月14日）

　該当事項はございません。

○売買及び取引の状況� （2015年７月15日～2016年１月14日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

国債証券 19,053,657 18,253,598
(　 900,000)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）（　）内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○利害関係人との取引状況等� （2015年７月15日～2016年１月14日）

利害関係人との取引状況

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 1,500 99 6.6 － － －

（注）公社債には現先などによるものを含みません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三

菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。
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○組入資産の明細� （2016年１月14日現在）

国内公社債

(Ａ)国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 596,500 599,097 70.3 － － － 70.3

(200,000) (200,000) (23.5) (－) (－) (－) (23.5)

合 計 596,500 599,097 70.3 － － － 70.3
(200,000) (200,000) (23.5) (－) (－) (－) (23.5)

（注）（　）内は非上場債で内書き。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注）現先の組み入れがある場合、現先は国債証券に含めて記載。

（注）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとＳ＆Ｐの格付けのうち高いものを採用しています。

(Ｂ)国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

国債証券 ％ 千円 千円

第566回国庫短期証券 － 200,000 200,000 2016/２/１

第98回利付国債（５年） 0.3 100,000 100,143 2016/６/20

第277回利付国債（10年） 1.6 67,900 68,088 2016/３/20

第279回利付国債（10年） 2.0 28,600 28,698 2016/３/20

第280回利付国債（10年） 1.9 50,000 50,408 2016/６/20

第282回利付国債（10年） 1.7 150,000 151,759 2016/９/20

合 計 596,500 599,097
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年１月14日現在）

項 目 当 期 末

円
(A)�資産 864,851,365

コール・ローン等 264,330,720

公社債(評価額) 599,097,253

未収利息 923,848

前払費用 499,544

(B)�負債 12,845,587

未払解約金 12,845,587

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 852,005,778

元本 847,818,437

次期繰越損益金 4,187,341

(D)�受益権総口数 847,818,437口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,049円

＜注記事項＞

①期首元本額　　　　　　　　　817,500,936円

期中追加設定元本額　　　　1,688,467,883円

期中一部解約元本額　　　　1,658,150,382円

また、１口当たり純資産額は、期末1.0049円です。

○損益の状況� （2015年７月15日～2016年１月14日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 1,166,843

受取利息 1,166,843

(B)�有価証券売買損益 △1,108,066

売買益 594

売買損 △1,108,660

(C)�当期損益金(Ａ＋Ｂ) 58,777

(D)�前期繰越損益金 3,991,676

(E)�追加信託差損益金 8,294,094

(F)�解約差損益金 △8,157,206

(G)�計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,187,341

次期繰越損益金(Ｇ) 4,187,341

（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。

（注）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額）

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円

○投資信託財産の構成� （2016年１月14日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 599,097 69.3

コール・ローン等、その他 265,754 30.7

投資信託財産総額 864,851 100.0
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 15,830,391円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,986,485円

日本株 2.5ブルベア・オープンⅡ（マネー・プール・ファンドⅧ） 514,333,828円

マネー・プール・ファンドⅣ 977,929円

マネー・プール・ファンドⅥ 103,149,659円

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,581円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 137,774,158円

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円

リスク・パリティαオープン 995円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963円

欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円
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国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 15,412,317円

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 3,319,231円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円

米国成長株オープン 996円

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円

合計 847,818,437円




